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令和６年度 第２回 練馬区青少年問題協議会 会議要録 

 

日   時  令和７年１月28日（火） 午後２時 

会   場  練馬区役所本庁舎地下 多目的会議室 

出 席 者  委員30名（うち代理出席５名） 欠席委員５名 

       幹事３名 事務局６名 

公開の可否  可 

傍 聴 者  １名 

 

 

１ 開会 

（事務局） 

 ただいまから、令和６年度第２回練馬区青少年問題協議会を開催いたします。本日、委

員の出席数は半数を超えておりますので、定足数に達しています。          

 

２ 挨拶（副会長） 

（副会長） 

 皆さん、こんにちは。本日も皆様の貴重なご意見をいただきたいと思っております。 

 委員の皆様にご協力をいただきながら、円滑に会を進めていきますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

３ 答申 

（事務局） 

 ７月26日に開催いたしました、第１回青少年問題協議会において、健やか運動協力店の

あり方について、青少年育成地区委員会委員や青少年関係機関等で構成する青少年対策連

絡会に諮問いたしました。本日、青少年対策連絡会から諮問事項について、答申がありま

す。 

 

 （青少年対策連絡会会長から青少年問題協議会副会長（会長代理）へ答申） 

 

４ 議題  

（議長） 

 では、これから議題に入ります。 

 議題１、健やか運動協力店のあり方についてです。 

 先ほど、青少年対策連絡会会長より答申をいただきましたが、改めて、青少年対策連絡

会で議論したことや補足がありましたらお願いいたします。 
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（青少年対策連絡会会長） 

 練馬区青少年対策連絡会会長です。答申について、何点か補足をさせていただきます。 

 １、「健やか運動協力店」の認知度の向上について。 

 まず、認知度の向上についてですが、青少年対策連絡会では、協力店に掲出するステッ

カーが目立たない、何のステッカーなのか分からない、といったステッカーに対する課題

が多く意見として挙がり、ステッカーを公募で一新することを答申いたしました。 

 また、第１回青少年問題協議会でステッカーのサイズを大きくしてはどうかという意見

もありましたが、協力店側の貼るスペースを考慮し、変更しない方がよいのではないかと

いう意見でまとまりました。 

 ２、協力店加入要請活動について。 

 続いて、協力店加入要請活動についてです。 

 協力店が減少傾向にある中で、育成地区委員が活動しやすい加入要請活動の方法を検討

いたしました。 

 加入要請活動経験のある委員からは、「加入要請活動で、はじめは断られたが、店主と

のやり取りをする中で運動の趣旨を分かりやすく説明したところ加入いただけた」といっ

た意見があがりました。 

 その一方、加入要請活動経験の少ない委員は、店舗へ運動の趣旨を説明するノウハウが

まだなく、活動に苦労するという意見もありました。 

 そこで、加入要請活動の様々な事例を盛り込んだ活動マニュアルを整えることで、育成

地区委員が要請活動をしやすくなるのではないかと考えます。 

 ３、協力店の現状について。 

 続いて、協力店に対して行ったアンケートについてです。 

 資料２－２、健やか運動協力店アンケート結果をご覧ください。 

 協力店の現状把握として、協力店側が感じている加入の意義や課題を聞き取るため、ア

ンケートを実施しました。 

 設問は４つ設け、協力店の加入を決めた理由、協力店として取り組んでいることや心が

けていること、協力店に加入してよかったと感じたこと、協力店に加入して困ったことや

課題に感じることを聞き取りました。 

 アンケート結果の詳細は、後ほど事務局より説明していただきます。 

 ４、子どもたちの様子の聞き取りについて。 

 最後に、店舗における子どもたちの様子の聞き取りについてです。 

 答申文のとおり青少年対策連絡会では、聞き取りの継続は必要であり、協力店の継続確

認の際に聞き取りを行う方法でまとまりました。 

 また、これまで店舗への聞き取りを行ってきた中での体験から発言をいただき、議論し

ました。 

 その中では、質問をする委員によって内容にばらつきが生じているといった意見があり

ました。一方、店舗側からは、質問が漠然とし、お店としても意図が分からず答えにくい

という意見もありました。 
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 そうした意見を踏まえ、今後は子どもたちの様子の聞き取りの質問集を整えて、聞き取

り活動を行うとよいのではないかという意見でまとまりました。 

 以上が、青少年対策連絡会で検討した内容の補足となります。ご審議のほど、よろしく

お願いいたします。 

 

（議長） 

 青少年対策連絡会会長、ありがとうございます。 

 ただいま、健やか運動協力店のあり方について、青少年対策連絡会で検討した結果をご

報告していただきました。 

 青少年対策連絡会からの答申に基づき、これから健やか運動のあり方について議論しま

すが、事務局からも資料の説明をお願いいたします。 

 

（事務局） 

 はじめに、資料２－１をご覧ください。 

 今年度、各育成地区委員の皆さんで行った加入要請活動の結果です。 

 加入店舗数は、練馬区全体で1,329店舗です。下段のグラフにあるように、ここ数年は

個人商店を中心に廃業する店舗が多く、減少傾向にあります。 

 次に、資料２－２をお願いいたします。 

 健やか運動協力店アンケート結果でございます。 

 先ほど、青少年対策連絡会会長からの答申にありましたが、青少年対策連絡会にて、質

問項目等検討を行い、実施した協力店へのアンケート結果です。 

 育成地区委員による健やか運動協力店の加入要請活動の中で、アンケート用紙の配付も

あわせて行ったものでございます。 

 回答数は177店です。 

 Ｑ１、協力店の加入を決めた理由、Ｑ２、協力店として取り組んでいることです。 

 子どもたちの見守り活動への協力から加入し、実際に子どもへの挨拶や、気になる子へ

の声かけをしていただいていることが分かります。 

 Ｑ４については、協力店としての課題として、「何を活動すればいいのか分からない」

や「子どもたちの様子で気になったとき、どこに相談すればよいか分からない」といった

回答が多くございました。 

 続きまして、資料２－３をお願いいたします。 

 こちらは、毎年の加入要請活動の際、委員から新規および継続店舗へ配布していただい

ている「協力店のしおり」です。 

 先ほどのアンケート結果に「何を活動すればよいか分からない」、「子どもたちの様子

で気になったとき、どこに相談すればいいか分からない」といった回答がございましたが、

事務局としては、このしおりや事例集等の中で分かりやすく提示する必要があると考えて

ございます。 
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（議長） 

 それでは、ここで委員の皆様からご意見をいただきたいと思います。 

 ただいま、答申の中で、健やか運動協力店の認知度の向上の取組として、現行のステッ

カーを一新してみてはいかがという意見がありました。 

 また、育成地区委員会で要請活動をしやすくするように事例集を整備してみてはいかが

か、子どもたちの様子の聞き取りは、今後、健やか運動協力店の継続確認の中で行ってい

くことはいかがかという意見がありました。 

 そして、事務局から健やか運動協力店のアンケート結果の説明をいただきました。 

 ただいまの答申、ご発言について、ご質問のある方やご意見のある方は、挙手をお願い

します。何かございませんか。 

  

（委員） 

 今お話いただきました答申１の認知度向上について、新たにステッカーを作るというこ

とで、子どもたちの中から公募することで、子どもたちの中にも意識ができると思います。 

 また、このステッカーがどういう意味があるのかということを、今回の機会を通して広

く認知ができれば素晴らしいと思います。 

 先ほどサイズの件で、現在と同じサイズでという話でしたが、もし可能であれば、違う

サイズを作るのも良いのではと思います。希望があれば違うサイズもお渡しができるよう

な形で取り入れられると、さらに良いと思っています。 

 

（議長） 

 青少年対策連絡会ではステッカーについてどのような意見が出ていましたか。 

 

（青少年対策連絡会会長） 

 ステッカーについては、『ひまわり110番』と両方入っていただいている店舗が結構あ

り、『ひまわり110番』と同じ大きさにすると、すごく大きいという意見はありました。 

 

（議長） 

 今、ステッカーの話が出ましたが他にご質問やご意見がありましたら挙手をお願いしま

す。 

  

（委員） 

 非常に賛成いたします。 

 区民の認知度の課題というのは一つの大きな課題として出ておりますが、区として認知

度向上に資するためには、関わることと関わる場をつくることの両方が必要だと思ってい

ます。この素案には、区内小中学生を対象に公募するであるとか、子どもや協力店にも参

加していただくというところが、新しく変わる機会において非常にいい意味で認知度が浸

透する、向上するだろうなと思いますので、賛成いたします。 
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 また、加入要請活動の事例集について、地区委員会に新しく入ってこられた委員さんが

非常に困っているところでもございますので、非常にいい案だなと思ます。 

 

 

（議長） 

青少年対策連絡会会長、認知度の向上について何か連絡会の方でご意見ありましたでし

ょうか。 

 

（青少年対策連絡会会長） 

 認知度の向上について、いろいろな意見がありましたが子どもたちが安心できるまちづ

くりという意味で、このお店が健やか運動協力店の加盟店だということが分かった方が良

いという点と、もう一つ、加入する側にとってもモチベーションというものを考えたとき

に、入っているけれども私たちは何の役に立っているのだろうという、モチベーションが

高まらないというのもありますので、両面を向上させたい。そのためにステッカーの一新

を機会に多くの子どもたちや地域の人たち、それからお店の方たちにも認知していただい

て、こんなに練馬区は健やか運動の加盟店が多い、こんなにまち全体で子どもたちのため

に活躍している場所だということを周知させたいと考えております。 

 また、先ほどのマニュアルの件について補足させていただくと、育成地区委員会という

のは地区によってとても差があります。例えば店舗がほとんどない地区もありますし、お

店はたくさんあっても管理組合の許可がないと自由に要請活動ができない等様々です。一

律にこうするというのが難しいため、いろいろな事例集を掲載したマニュアルを作ったら

どうかというところまでにとどまっております。 

  

（議長） 

 青少年対策連絡会会長から連絡会での議論のご報告がありましたが、今日、出席の委員

の中でステッカーの更新、もしくは認知度向上でこのようなものはいかがだろうという考

えがある方がいたら、ご意見をお願いいたします。 

  

（委員） 

 先ほど、周知、認知と、加入要請の話がありましたが、育成地区委員が各店舗を回ると

きに、入りづらい入りやすいというのがあると思います。 

 商店会があるところに関しては、商店会長と一緒に回っていただくと、商店会もどこの

店が入っていて、ステッカーもきちんと貼っているかチェックができますし、加入促進に

ついて、いろいろご案内ができるかと思います。 

 これについては、前回の会議のときに商店街連合会の事務局にご連絡いただければ、協

力体制をとっていこうと話ができますので、ぜひそのようにしていただければと思います。  

私も父の代から健やか運動には加盟していますが、長年やっていると当たり前のように

入っているだけというようなお店もあると思います。代替わりしたときにそれがなかなか
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伝わっていない。 

 また、このステッカーをリニューアルするに当たって、改めて確認をするという意味で

も、各商店会に商店会長と一緒に回るように要請をしていただければよろしいのかなと思

います。 

 また、商店会に入っていない店舗もありますので、その辺は皆さんで協力していただい

て、加入促進していただけると、また認知度や加入率も高まると思います。 

 

（議長） 

 前向きなご意見をありがとうございます。ぜひ、一新して変わっていくと良いと青少年

連絡対策会も考えていると思います。 

 他に何かご意見はございませんか。 

  

（委員） 

 質問です。資料２－２、ここにはアンケート結果で回答店舗内訳とありますが、この中

に書籍文具店が４店という結果はあまりにも少ないと思います。 

 さらにアンケートに答えた件数だということで、実際には文具店がもっとたくさん協力

店に入っているのではないかと思います。学校の近くにも文房具屋さんがあると思います

が、どのぐらいの店舗が加入しているか、お分かりになりましたら教えてください。 

 

（事務局） 

 健やか運動協力店の内訳です。令和６年度時点で、書籍、文具店については、区内35店

舗が健やか運動協力店として活動していただいています。 

 内訳について詳しく申し上げますと、令和６年度時点の健やか運動協力店全部が1,358

店あるのですけれども、その中で最も多いのがコンビニエンスストアの208店舗で全体の

約15％。続いて、食料品店が170店。続いて、美容室、理容室、飲食店、薬局、スーパー、

酒店、電気店、それから、書籍、文具店、という順番になっております。 

 

（議長） 

 質問やご意見等がありましたら挙手をお願いします。 

  

（委員） 

 アンケートの質問２について、様子や気になる子がいたら学校等に連絡しているとあり

ますが、具体的にどのような様子だったのか、あるいは最近の傾向がもしあれば教えてく

ださい。 

 

（事務局） 

 育成地区委員で聞きとった内容として、子どもの中には一人で来店する場合もあれば、

複数で来店する子もいるであるとか、習い事の帰りということが結構多いであるとか、気
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になったこととしては、水道水でいいので水筒にお水をくださいと夏場に言われたである

とか、万引きしようとしていたところを店員が気づいて未然に防ぐことができた、という

例を聞いております。 

  

（議長） 

 よろしいでしょうか。 

 他にございますか。 

  

（委員） 

 私から大まかに４点お伺いさせていただければと思います。 

 まず、１点目が、資料２－１、アンケートについてですが、対象店舗1,358店に対し、

177店の回答で回答率は53％。アンケートとしての有効性ということで疑問になるのです

が、少ない回答率は協力店の皆さんの事業へのご認識としての結果だと思います。 

 今回のアンケートの結果をどのように捉えられているのか、また、アンケートの収集方

法を含めて教えていただきたいのが１点目です。 

  

（事務局） 

 アンケートの回答数が少ないのではないかという、有効性のお話でありました。 

 事務局としても、もう少し回答があればと思っていたところですが、アンケート方法に

つきましては、育成地区委員の方が、毎年、加入要請活動で継続の確認に行く際に、今回

のアンケート用紙にＱＲコードを記載したものを持っていき、そこで任意で回答してもら

うという方法で行いました。 

 アンケートの回答数を高めるためには、例えば当日責任者の方がいらっしゃれば、その

場で質問して回答をもらうというような方法もあったかもしれません。 

 今後アンケートをする際には、今回のご意見を踏まえて、回収方法を検討していきたい

と思います。 

  

（委員） 

 フォームを使っているので労力はあまり関わっていないと思いますが、アンケートは、

お願いする側から強く言わないと、なかなか答えてもらえないでしょうし、特に店舗の人

たちは皆さん忙しいでしょうから、後ほどと言って忘れられたのかなと思っています。 

 ２点目ですけれども、こちらは資料２－１で、注釈の二重計上の訂正や店舗移動を考慮

しても昨年度28件の減少です。 

 現場で協力活動の推進を図っていただいている委員からお話を伺ってきたのですが、新

規を増やすよりも、今はいかに脱退しないようにケアをするのか、また維持をすることに

力点が置かれているというようにお伺いしてきました。 

 前回の協議会の中でも、脱退店舗に事情の聞き取りの取組も必要だというようなご意見

がありましたが、今回のアンケートにどのように反映されてくるのか、教えてください。 
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（事務局） 

 委員の活動については、新規加入要請活動と継続店舗への確認ということを行っていた

だいております。 

 脱退店舗へ聞き取りは、既にお店がないわけですので、無くなったところの聞き取りと

いうのは現状できていないところであります。 

  

（委員） 

 ３点目に、資料２－２の３ページのアンケート結果ですが、協力店の皆さんの困りごと

や課題について幾つか挙げられています。 

 特に、活動の仕方や相談先については、早急に対応するべきかと思いますが、こちらの

ご所見をいただけますか。 

 

（事務局） 

 先ほどご説明の中でも申し上げましたが、具体的な活動内容や気になる子がいたときの

問合せ先につきましては、お手元に配らせていただいた資料２－３の、全店に配らせてい

ただいている協力店のしおりであるとか、今後作成を検討いたしますマニュアル等の中で

分かりやすくお示しすることができればと考えております。 

  

（委員） 

 複数アドレスにすると迷うかと思いましたが、こちらのしおりは連絡先が一つなので大

丈夫かなと思う反面、あくまでも加入するときにご依頼するしおりなので、取組とか具体

例というのは、このしおりに、さらにもう１ページつけても良いと思います。そこは別に

して説明ができるようにした方が良いと思いました。 

 最後に１点だけ。資料２－１に戻るのですけれども、前回の協議会内でのやり取りで、

廃業等の内訳というのはなかなか調べられないとありましたが、廃業なのか脱退なのかと

いうところの内訳も出せないということでしょうか。 

 先ほど、廃業については、お伺いした時点でお店がなくなっているので調べようがない

というご説明でした。脱退についての理由をきちんと聞いて、それを次のステップにフィ

ードバックしていくことが取組としては大切だと思いますが、脱退したお店の聞き取りと

いうのはどのようなお考えか教えてください。 

 

（事務局） 

 事務局としては、直接、脱退しますといった話を聞いたことがございませんので、もし

可能であれば、本日、実際に現場で動いている委員さんで脱退したというようなことを直

接お聞きになったことがあれば、ご意見としていただければと思っています。 
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（議長） 

 委員の中で脱退したとお伺いしたことがある方はいらっしゃいますか。 

 

（なし） 

 

（議長） 

 本日はいらっしゃいませんが、実際に脱退を伺う機会があればしっかり確認したいと思

っております。大丈夫でしょうか。 

 他にご質問、ご意見等はございませんか。 

 ご意見が無いようですので、以上、ご審議いただきました結果を踏まえ、青少年対策連

絡会から答申を区長に具申したいと思います。 

 皆さん、よろしいでしょうか。よろしければ拍手でご承認ください。 

 

（拍手） 

 

（議長） 

 では、続きまして、５、報告事項に入りたいと思います。 

 令和７年度練馬区青少年育成活動方針について、事務局から説明をお願いします。 

 

５ 報告事項 

（事務局） 

 資料３により説明 

  

（議長） 

 では、ただいま事務局より説明がありました。 

 令和７年度練馬区青少年育成活動方針（案）について、ご意見がある方は挙手をお願い

いたします。 

 なお、今回は、情報の時点修正のみということで先ほど事務局から説明がありました。 

何かご意見がありましたら、今年度は修正されず来年度の検討にさせていただくという

ことで容認いただければと思います。 

  

（委員） 

 この活動方針は、約８万５千部を配布されていると前回の協議会でもお話があったかと

思いますが、どれだけの人に伝わっていて、どれだけの人にご活用されているのかという

課題に対して、５年度発行のリーフレットから二次元コードを掲載し、アンケートを実施

する取組を行われているとお聞きしています。 

 そこから出た反応等があれば教えてください。 
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（事務局） 

 アンケート結果の集計について手元にありませんが、大きな変更をというご意見はあま

りなく、見やすくしてほしいであるといった体裁についてご意見が何点かあったと認識し

てございます。 

  

（議長） 

 委員、よろしいでしょうか。 

 他に次年度に向けて何かありましたらお願いいたします。 

  

（委員） 

 資料３の表紙の部分ですが、令和７年度版はとても気に入っています。子どもたちが原

っぱで無心で遊んでいる様子が描かれていて非常にいいと思います。しかも、これを読む

対象が子どもたちでもあるなら、こういった絵で示すことも非常に効果的だと思う。世相

としては、将来は、学校や塾で答えのある問題を幾ら勉強しても役に立たない、もっとク

リエイティブな人間を育てなくてはと言われている。 

 クリエイティブな新しい制度をつくり出すには、ただ塾へ行って勉強をして答えられる

ような問題を幾らやっても意味がない。いろいろな遊びを繰り返して、そして、いろいろ

な体験の中から、いい能力が育つということが言われている。そういう意味で、この表紙

は、私はすごく気に入っています。 

 

（議長） 

 ぜひ、今後も子どもの動きが分かり、なおかつ、笑顔の表紙ができるような絵を選んで

いきたいと思います。 

 続いて、令和６年度青少年を取り巻く環境実態調査の結果について、事務局から報告を

お願いいたします。 

 

（事務局） 

 資料４により説明 

 

（議長） 

 以上の結果を見まして、ご質問等がありましたら挙手をお願いします。 

 環境実態調査に関しては第１回の協議会で今後は行わない方向になっていますので、報

告は今年度が最後となります。ここで改めて質問があるようでしたら、挙手をお願いしま

す。 

  

（委員） 

 １点だけ、５ページの（５）子どもたちがどのようにコンビニを利用しているのかとい

う欄の、「利用する様子」の欄の真ん中ぐらい、特定の子がよく奢らされており、その子
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から学校に言わないでと言われたことがあるというところは今回の資料だけでなく、以前

の報告書でも実際に見かけたことがありますが、こういったケースはどのように対応され

ているのか、教えてください。 

 

（事務局） 

個別にこの事例ということではありませんが、学校につないだケースや区役所等につな

いだケースがあると伺っています。 

 協力店からも、どこに問い合わせればいいか分からないという指摘がありましたので、

今後はスムーズにつなげられるように、しおりやマニュアル等で分かりやすく示していく

必要があると考えております。 

  

（議長） 

 他にございませんか。よろしいですか。 

 

６ その他 

（議長） 

 では、その他に移りたいと思います。 

 その他、委員の皆様から、何かご質問等がありましたら挙手をお願いいたします。 

 

（なし） 

 

 では、事務局、何かありますか。 

 

（事務局） 

 令和７年度の第１回青少年問題協議会は、令和７年７月に開催予定です。後日、改めて

開催通知をお送りいたします。 

  

（議長） 

 ありがとうございます。 

 以上で、本日予定した議題は終了いたしました。 

 これで令和６年度第２回練馬区青少年問題協議会を終了いたします。 

 皆様、どうもありがとうございました。 

 


